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歌の練習行われる（４月５日、８日、９日） 

深志高校の応援団の在り方を現在のように組織したの

は、戦後、深志高校の校長を十三年間勤め、本校の礎を

築かれた深志第２代校長の です。

九十年史によれば、「生徒全員総てが構成し、応援そのも

のは個人の自由意志による」新しい応援団が発足したの

は昭和 28年。應援團管理委員会がこれを統括して、その

委員長が団長を兼ねるという形を採りました。この形が

現在まで受け継がれています。同誌には、一年生の応援

歌の練習小手調べとして、松本市営野球場開きの市内高

校対抗野球戦に朴歯（ほおば）の高下駄でダッグアウトの上に立ち、やぶれ太鼓と蛮声にその「情

熱」を託して応援の音頭をとった、ともあります。平

成の応管は の数が次第に増え、令和の今年は過半

数を占めています。女子がいなければ応管は存立でき

ない状況です。しかし、蛮声こそ美声に代わりました

が、風貌と迫力は伝統を引き継ぎ昔のまま、新入生に

とっては怖い怖い存在です。今年の歌の練習、初日は

強風のため安全を期して会場を小体育館に移して実施。

二日目は好天に恵まれ、本来の１棟屋上で練習を開始

しましたが、途中から天気が急変し雨が落ちてきたた

め、急きょ小体育館に移動。最終日だけは屋上で最後

まで行うことができました。最初は歌詞もうろ覚えで、小さな声しか出なかった１年生でしたが、

応管の指導を受けるうちにだんだんと腹の底から声が出るようになり、最終日の自信を持って堂々

と校歌を歌い上げる姿は圧巻で感動的でした。深志高校の 、これでようやく深志生として

の一歩を踏み出すことができます。応管から「自分の殻を破れ」と励まされ続けた３日間、高校合

格はゴールではなくこれからが だということを、もう一度肝に銘じてください。 

そして、縮小とんぼ祭へ（４月 12日、13日） 
縮小とんぼ祭（通称「縮とん」）は、１

年生に対するクラブ紹介と勧誘を集中的

に行う二日間の生徒会行事です。12日を

10分短縮授業とし、15時から講堂で全員

対象のＰＲ発表が始まりました。縮とん

のために５日の金曜日から部活動時間が

21時までに延長され、舞装を中心に合宿

も行って、準備を進めてきました。本校には だけでなく、非常にたくさ



んの があり、学芸部の全国規模での大いなる活躍が特色の一つにもなっています。勉強と部

活動は高校生活の両輪です。人間形成や仲間づくりという面でも、部活動は高校生活において掛け

替えのないものです。限られた時間を上手に使う技術が必要ですが、勉強だけでなく、学校生活全

般を通して、知徳体バランスの取れた心身ともにたくましい人間に育ってほしいと願っています。 

その他の話題をいくつか 
★ 地元信州大学の入学式が４日に行われましたが、学部入学生を代表して誓いの言葉を述べたの

は本校卒業生の土屋くん。昨年度、県高校将棋選手権大会の男子団体で優勝

した時のメンバーの一人です。充実した学生生活を築き上げてください。 

★ 10日は思いがけない 。ようや

く蕾が開いた学校の桜も凍えて見えました。

報道によれば、今年の春山は積雪が多めなの

だとか。暖冬で雪も少なかった、というイメ

ージでいましたが、３月以降に相次いで降雪

があったことが原因なのだそうです。さて、

本校の桜の見頃はいつになるのでしょうか。 

今週の予定（Ｂ１） 

日 曜日 行  事  等 その他(主に校長動向) 

１５ 月 健康診断（３年） 学年会  

１６ 火 健康診断（２年） 電子黒板説明会 鯉幟目入れ式 

１７ 水 健康診断（１年） 電子黒板説明会 ＰＴＡ役員会 

１８ 木  校長会春季総会 

１９ 金  県立高等学校長会 

２０ 土   

２１ 日  同窓会安曇野支部総会 

２２ 月 （Ａ２） 学年会  

 


